
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































和光大学表現学部紀要　19 号・2019 年 3 月
たのである。また、春の二句めとするために、「つなぐ」の縁語でも
ある「糸ゆふ」を詠み込んでいる。
【句意】「糸ゆふ」は糸遊、春の陽炎である。「西行が『骨をあみ連
らねて造』り、出来損ないとして捨てられたという人間の、悲しい
哀れな骨をその後につないでいるのは、糸遊の糸だ」の意。
（19～36は続稿）
115
[46]「風流の」歌仙注釈（上）
